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BEST省エネ基準対応ツールの概要
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Ⅰ. BESTの概要と特徴
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BESTは建築と設備の総合一次エネルギー計算ツール

（出典）CASBEE不動産マーケット普及版評価⽅法の考え⽅と⼿引き より

建築物省エネ法では、各設備毎
の効率ではなく、建物全体の⼀
次エネルギー消費量で判断

↓
建築と設備の総合的な取り組み
が重要

↓
各種省エネ技術の交互作⽤を考
慮できる計算ツールが必須
（連成計算）

Ⅰ. BESTの概要と特徴
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BESTの特徴

1.建築や各種設備の省エネ技術の交互作用を
考慮した計算＝連成計算ができる
（例：昼光利用による空調負荷削減等）

2.精度が高く信頼性がある
（国際規格 IEA/BESTESTによる精度検証）

3.拡張更新性に優れ、新しい省エネ技術の追
加更新が容易（多様な建築材料、設備機器）

4.ビジュアル化された入力画面で、操作や計
算結果の確認が容易

窓の大きさ

冷暖房負荷

照明電力

Ⅰ. BESTの概要と特徴
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省エネ法におけるBESTの歴史

BEST
省エネルギー計画書

作成支援ツール
・旧省エネ法（PAL・CEC）の計算
・5,000㎡以下を対象
・簡易な入力で計算

BEST
H25年省エネ基準対応ツール

・多用途であらゆる規模
・多様な省エネシステム
・ビジュアルで入力

Ⅰ. BESTの概要と特徴
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省エネ法で利用可能なBESTツール

BEST省エネ基準対応ツール

・ビジュアルで入力
・告示基準で定めた室用途と
スケジュール
・Webプログラム標準入力法
と同じ省エネシステムを計算

・H28年省エネ基準に対応した計算

Ⅰ. BESTの概要と特徴
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室用途が色分けされ操作が容易

事務室

ロビー
非空調
(階段室,EV等

空調する部屋を色分け、非空調室や計算対象外はグレーで表示

選択パレットから選択し、ド
ラッグ＆ドロップ

Ⅰ. BESTの概要と特徴
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多様な空調システムをビジュアル表示

パッケージから複合熱源までさまざまな空調方式に対応

豊富な熱源機種
トップランナー機種も

熱源機器を選択
するだけで自動で

描画

Ⅰ. BESTの概要と特徴
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計算結果：一次エネルギー消費量

・基準一次エネルギー消費量は告示基準値による
室用途にて自動計算される

・計算結果は換算後合計（その他抜き）で判断

BEI≦1以下
基準に適合

その他電力（コンセント）を
含む／含まない

一次エネルギー消費量の表示

Ⅰ. BESTの概要と特徴
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PAL＊の結果を告示基準値と比較

基準PAL*は告示基準値により室用途より自動計算される

□PAL-BEST（MJ/㎡・年）

基準 設計 設計/基準

合計 470 388.9

BPI 0.83

各ペリメータゾーンのPAL＊を表示

□基準値の計算過程

建物用途 基準（MJ/㎡・年） ペリメータ面積（㎡） うち非空調室面積（㎡）

事務所等 470 5,232.4 1,559.9

Ⅰ. BESTの概要と特徴
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建築物省エネ法でのBESTの適用

「BEST省エネ基準対応ツール」が
国⼟交通⼤⾂が認める⽅法として

2020年4⽉1⽇から公開

Webプログラムと同様の適⽤範囲で活⽤可能

Ⅰ. BESTの概要と特徴
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建築物省エネ法でのBESTの適用

Ⅰ. BESTの概要と特徴

適⽤項⽬ 概要 所管⾏政
1 省エネ適判 確認申請時に必要な省エネ計算

新築でBEI（エネルギー性能）≦1
国交省

2 性能向上計画の認定
（誘導措置）

容積対象⾯積の緩和
新築でBEI≦0.8
BPI（外⽪性能）≦1

国交省

3 建築物のエネルギー消費性
能に係る認定

省エネ基準適合認定建築物 国交省

4 BELS 建築物の省エネ性能表⽰ 国交省･評価協
以下の指標でもBESTの活⽤が期待される
5 CASBEE 外⽪・エネルギー評価 IBEC
6 都市計画諸制度等 段階別の外⽪・省エネ基準 東京都
7 ZEB実証事業補助⾦等 申請時のエネルギー計算 経産省・環境省
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技術的助言（国交省が認める方法）
Ⅰ. BESTの概要と特徴

令 和 2 年 3 ⽉ 3 1 ⽇ ︓ 技 術 的 助 ⾔ （ 国 ⼟ 交 通 省 住 宅 局 住 宅 ⽣ 産 課 ⻑ ） よ り 抜 粋



14

審査体制の整備
Ⅰ. BESTの概要と特徴

所管⾏政庁

⺠間審査機関
（登録省エネ判定機関）

設計者

・審査者向け講習会開催（2020年3⽉12⽇）
DVD動画を配布
※計算結果や⼊⼒箇所の確認など審査のポイントを解説

・BESTプログラムの配布
所管⾏政庁へは無償配布

・申請者向けIBEC講習会開催（オンライン講習会）
（2021年6⽉25⽇･10⽉28⽇･2022年2⽉25⽇）

申請書類
の提出
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Ⅱ 操作の概要

Ⅰ BESTの概要と特徴
Ⅱ 操作の概要
Ⅲ ⼊⼒項⽬
Ⅳ 計算結果の⾒⽅
Ⅴ BESTとWEBプログラムの
相違点
Ⅵ BESTに関する情報提供

Ⅱ. 操作の概要
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計算の流れ

物件登録物件登録 建物建物

空調空調

部屋部屋

照明照明

換気換気

昇降機昇降機

給湯給湯

太陽光等太陽光等

接続接続

建 築

空 調

照 明

換 気

昇降機

給 湯

その他

コジェネコジェネコジェネ

⼀次エネルギー⼀次エネルギー
消費量消費量

⽤途別⽤途別
エネルギー消費量エネルギー消費量

ピーク電⼒ピーク電⼒

ゾーン別ゾーン別
熱負荷集計値熱負荷集計値

計算結果

⼀次エネルギー
消費

PAL＊

Ⅱ. 操作の概要
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計算の流れ
計算の流れ

PAL＊計算用ゾーンは、

下記ルールで自動生成します。
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計算の流れ
計算の流れ

PAL＊計算用に入力した非空
調エリアとは異なります。

（ここまでPAL＊と同じ）
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計算の流れ
計算の流れ

5.結果・表示

OUTPUT

6.出力

申請出力

申請対象

・申請書PDF

入力一覧出力

・建築概要
・部材概要
・空調設備機器仕様
・照明器具使用等

� 申請書類の出力

申請計算結果 � 申請条件における 結果グラ フ 表示及び比較

� 入力条件一覧

・一次エネルギー

一次エネルギー消費量

PAL-BEST

年間熱負荷

・PAL-BEST

申請用計算 実行 2.1 計算の実行

3.1 一次エネルギー消費量(申請)

3.8 申請書の出力
3.9 入力データと計算結果出力
3.10 申請書と入力データの照合

PAL＊

PAL＊
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ツールの画⾯構成

ツールの画面構成を紹介します。

Ⅱ. 操作の概要

実演
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Ⅲ ⼊⼒項⽬

Ⅰ BESTの概要と特徴
Ⅱ 操作の概要
Ⅲ ⼊⼒項⽬
Ⅳ 計算結果の⾒⽅
Ⅴ BESTとWEBプログラムの
相違点
Ⅵ BESTに関する情報提供

Ⅲ. 入力項目
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入力画面の説明

10,000㎡事務所建物の
入力画面を紹介します。

Ⅲ. 入力項目

実演

パソコンにBESTがインストールされている方は
一緒に操作してみましょう。
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空調計算：計算可能な空調設備

Ⅲ. 入力項目
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空調計算：空調のある電気室・EV機械室

Ⅲ. 入力項目
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空調計算：空調のある電気室

空調のある電気室（電気室（空調有））では必ず変圧器画面で変
圧器容量を入力して、対象室を選択する。

電気室の発熱はトランスから熱損失で計算
している。

Ⅲ. 入力項目
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空調計算：空調のあるEV機械室

・エレベータ機械室など空調のある機械室（機械室（空調有））では
必ず昇降機画面で対象室を選択する。

エレベータ機械室の設置位置で負荷計算を
行っている。

Ⅲ. 入力項目
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照明計算のポイント

・照明の昼光利用計算で、空調ゾーニングされたインテリア部分まで
昼光利用が行われる場合については窓面からの距離Xmを入力する。

Ⅲ. 入力項目
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換気計算のポイント

・換気は、選択した室の室用途の運転スケジュールを利用して計算。
選択した室の床面積を換気の基準値算定に利用。

Ⅲ. 入力項目



29

給湯計算のポイント

・給湯計算では、配管長さや保温仕様を入力し、熱損失計算を行う。

Ⅲ. 入力項目
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昇降機計算のポイント

・昇降機は、運転スケジュールを決めるため代表となる主要室を選択

Ⅲ. 入力項目
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コージェネ計算のポイント

・発電機は定格,負荷率70%,負荷率50％時の発電効率を入力する。

Ⅲ. 入力項目
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休憩10分

ご質問のある⽅はチャットまで
お願します。
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Ⅳ 計算結果の⾒⽅

Ⅰ BESTの概要と特徴
Ⅱ 操作の概要
Ⅲ ⼊⼒項⽬
Ⅳ 計算結果の⾒⽅
Ⅴ BESTとWEBプログラムの
相違点
Ⅵ BESTに関する情報提供

Ⅳ. 計算結果の見方
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計算結果
Ⅳ. 計算結果の見方

実演

10,000㎡事務所建物の
計算結果を紹介します。
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BESTで出⼒可能なデータ

1.申請書出力
（申請書の書式に則り計算結果を出力したもの）

2.入力一覧表（申請用とユーザー確認用）
（BESTで入力した値を出力したもの）

3.計算結果
（BESTの計算結果を出力したもの）

4.電子データ（BESTで入力された電子データ）

※審査機関でもプログラムを実行して計算チェックが可能

Ⅳ. 計算結果の見方



申請書に記載する項目を
プログラム上で入力可能

・性能向上計画認定申請書
・計画書
・届出書

36

申請書の⼊⼒
Ⅳ. 計算結果の見方

PDF出力
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申請書の出⼒

届出書の書式に併せて出力される。

計算したプログラムのバージョンNoと
入力照合IDが記載される。

国土交通大臣が認める方法及びその結果

計算結果が転記される。

一次エネルギー消費量の記載

Ⅳ. 計算結果の見方



申請者が入力値をスムーズに確認 38

⼊⼒⼀覧表（ユーザー確認⽤）の出⼒

プログラムで入力された
建築図、外皮仕様、設備が
EXCELで出力される

Ⅳ. 計算結果の見方
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⼊⼒⼀覧表（申請⽤）の出⼒

入力照合IDの確認

省エネ判定機関が審査するため
の申請用の入力一覧表

Ⅳ. 計算結果の見方
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計算結果の出⼒（⼀次エネルギー消費量）

計算結果の詳細がEXCELで
参考に出力されるが確認不要

MJ/㎡ MJ

入力照合IDの確認

計算結果の判定結果を確認

Ⅳ. 計算結果の見方
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計算結果の出⼒（⼀次エネルギー消費量）

適合・不適合を容易に判定

Ⅳ. 計算結果の見方

□判定結果
適否 設計一次エネルギー消費量 基準一次エネルギー消費量

GJ/年 MJ/㎡年 GJ/年 MJ/㎡年
建築物 エネルギー 新築建築物 適合 <
省エネ法 消費性能基準 既存建築物* 適合 <

誘導基準 新築建築物 不適合 >
既存建築物* 適合 <

低炭素建築物　新築等計画認定制度 不適合 >
*既存建築物とは、建築物省エネ法施行時点で現存する建築物のことをいう。

13,132.7 1,313.3
15,754.4 1,575.4
14,443.5 1,444.3

14,912.5 1,491.3 15,754.4 1,575.4
17,065.2 1,706.5



□建物全体の一次エネルギー消費量[GJ/年]
分類 設計（GJ/年） 基準（GJ/年）*
空調
換気
照明
給湯
昇降機
その他
効率化設備
合計(その他抜き)
合計
換算後合計(その他抜き)
換算後合計
*基準とは、新築建築物のエネルギー消費性能基準を指す。

12,266.44 13,108.29
14,912.52 15,754.37

0.00 0.00
11,050.85 13,108.29
13,696.93 15,754.37

1,082.49 1,190.64
232.11 232.13

2,646.08 2,646.08

4,740.28 6,490.60
1,641.15 1,712.66
3,354.82 3,482.26

□1㎡あたりの一次エネルギー消費量[MJ/㎡年]
分類 設計（MJ/㎡・年） 基準（MJ/㎡・年） BEI
空調
換気
照明
給湯
昇降機
その他
効率化設備
合計(その他抜き)
合計
換算後合計(その他抜き)
換算後合計

1,226.64 1,310.82 0.94
1,491.25 1,575.43 -

-
1,105.08 1,310.82 -
1,369.69 1,575.43 -

0.91
23.23 23.21 1.00

264.61 264.61 -

0.73
164.09 171.27 0.96
335.48 348.22 0.96

474.05 649.06

108.23 119.06

0.00 0.00
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計算結果の出⼒（⼀次エネルギー消費量）

・省エネ基準上活用するのは、換算係数（1.11）を乗じた後の
設計一次エネルギー消費量
・上段のエネルギー消費先別の一次エネルギー消費量は、
換算前のBESTの計算結果（確認不要）

Ⅳ. 計算結果の見方



□室用途別の基準一覧（エネルギー消費性能基準）

室用途 合計面積(㎡) 空調（GJ/年） 換気（GJ/年） 照明（GJ/年） 給湯（GJ/年） その他（GJ/年） 昇降機（GJ/年） 合計（GJ/年）

事務所等 / 事務室

事務所等 / 会議室

事務所等 / 社員食堂

事務所等 / 中央監視室

事務所等 / 更衣室又は倉庫

事務所等 / 廊下

事務所等 / ロビー

事務所等 / 便所

事務所等 / 厨房

事務所等 / 機械室

事務所等 / 電気室

事務所等 / 湯沸室等

計

□計算対象室一覧

フロア 室名 入力室名 室用途 面積(㎡) 空調 換気 照明 給湯

1F AA-1 事務所等 / 事務室 ○ ○ ○

1F AA-2 事務所等 / 事務室 ○ ○ ○

1F AI-3 事務所等 / ロビー ○ ○

1F AI-4 事務所等 / ロビー ○ ○

2-7F AA-1 事務所等 / 事務室 ○ ○ ○

2-7F AA-2 事務所等 / 事務室 ○ ○ ○

2-7F AI-3 事務所等 / ロビー ○ ○

8F AA-1 事務所等 / 事務室 ○ ○ ○

8F AA-2 事務所等 / 事務室 ○ ○ ○

8F AI-3 事務所等 / ロビー ○ ○

8F AC-4 事務所等 / 会議室 ○ ○

8F AC-5 事務所等 / 会議室 ○ ○

9F AE-1 事務所等 / 社員食堂 ○ ○ ○

9F AE-2 事務所等 / 社員食堂 ○ ○ ○

9F AI-3 事務所等 / ロビー ○ ○

非空調室 機械室 事務所等 / 機械室 ○ ○

72.00

50.40

288.00

201.60

48.96

928.20

2,160.00

1,512.00

293.76

288.00

201.60

48.96

232.13 15,754.37

360.00

252.00

194.40

48.96

9,400.64 6,490.60 1,712.66 3,482.26 1,190.64 2,646.08

0.00 470.13

79.10 0.00 6.96 5.06 0.00 0.00 0.00 12.02

303.50 0.00 467.09 3.04 0.00 0.00

0.00 393.58

928.20 0.00 713.79 9.28 0.00 0.00 0.00 723.07

102.60 0.00 360.54 33.04 0.00 0.00

0.00 849.06

335.40 0.00 138.52 123.09 0.00 0.00 0.00 261.61

635.04 501.69 0.00 347.37 0.00 0.00

0.00 206.86

1,341.70 0.00 0.00 328.72 0.00 0.00 0.00 328.72

186.70 0.00 25.76 37.71 143.39 0.00

0.00 1,276.87

102.80 0.00 0.00 120.38 0.00 263.68 0.00 384.06

489.60 236.96 0.00 69.04 970.87 0.00

232.13 10,662.47

122.40 152.51 0.00 28.27 0.00 5.14 0.00 185.92

4,773.60 5,599.44 0.00 2,377.26 76.38 2,377.26

エネルギー消費性能基準と計算対象室一覧
version 3.0.4 作成日 2021/6/20

入力照合ID 1514a122b44c97e45127661922da9664
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計算結果の出⼒（基準値と計算対象室）

室用途別の基準一覧

計算対象室一覧

Ⅳ. 計算結果の見方
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計算結果の出⼒（PAL＊）

PAL*結果の判定

Ⅳ. 計算結果の見方
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BELS認証の対応
Ⅳ. 計算結果の見方

一般社団法人 住宅性能評価・表示協会
■BELS 評価業務方法書 P4
https://www.hyoukakyoukai.or.jp/bels/info.html
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BELS申請⽤出⼒
Ⅳ. 計算結果の見方

BELS申請用PDF出力

BELS表示結果は
QRコードにて対応
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電⼦データを提出して計算チェック

電子データの出力

申請者

審査側へ
○○ビル.besta
ファイルの提出

Ⅳ. 計算結果の見方
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Ⅴ BESTとWEBプログラムの相違点

Ⅰ BESTの概要と特徴
Ⅱ 操作の概要
Ⅲ ⼊⼒項⽬
Ⅳ 計算結果の⾒⽅
Ⅴ BESTとWEBプログラムの
相違点
Ⅵ BESTに関する情報提供

Ⅴ. BESTとWEBプログラムの相違点
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BESTとWEBの計算方法の整合と考え方

①基準値は⼀次エネルギー消費量、PAL＊ともに告⽰基準値と合せる
（H25年度省エネ基準で⽤いていたBESTの計算⽅法と異なる）

②気象データは８地域区分で告⽰計算と同じ。室⽤途スケジュールも
告⽰計算と同じ

③Webプログラムで⾏っている補正係数（熱源効率等）を同様に
BESTでも⾏っている。

④BESTの⼀次エネルギー消費量の計算結果に、換算係数1.11を乗
じている

⑤BESTのPAL＊計算結果に、建物⽤途や地域により換算係数を乗
じている。

⑥計算出来る省エネ設備は、WebプログラムとBESTで同じである。

Ⅴ. BESTとWEBプログラムの相違点
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BESTとWEBの計算方法の整合と考え方

Ⅴ. BESTとWEBプログラムの相違点

⼀次エネルギー消費量の換算係数
ET=(EAC+EV+EL+EW+EEV)×α－ES＋EM
ET ：設計一次エネルギー消費量（換算後合計）
EAC：空気調和設備の設計一次エネルギー消費量（換算前）
EV ：空気調和設備以外の機械換気設備の設計一次エネルギー消費量（換算前）
EL ：照明設備の設計一次エネルギー消費量（換算前）
EW ：給湯設備の設計一次エネルギー消費量（換算前）
EEV：昇降機設備の設計一次エネルギー消費量（換算前）

ES ：効率化設備による設計一次エネルギー消費量の削減量
EM ：その他の設計一次エネルギー消費量
α：換算係数 ＝1.11

（地域区分や用途によらずBESTの計算結果を省エネ基準で利用する場合の係数）

申請上の値＝BESTの計算結果×1.11
（空調＋換気＋照明＋給湯＋昇降機）

換算係数
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BESTとWEBの計算方法の違い①

BEST WEBプログラム

1)計算時間間
隔・計算step

5分間隔 時刻別計算
105,120 steps

⽇別計算
365 steps

2)熱負荷計算 熱平衡式解法の切替に
よる⾮定常熱負荷計算

⽇積算定常熱取得から⾮
定常熱負荷を推定

3)空調・エネル
ギー計算

PID制御による室温制御、
空調処理負荷を算出。
機器特性に応じてエネル

ギー消費量算出

時刻別平均負荷率により
時間負荷を⽣成。熱源・

熱搬送効率にてエネルギー
消費量算出

4)交互作⽤ 建築と設備、設備間の
連成計算あり

交互作⽤は考慮しない

Ⅴ. BESTとWEBプログラムの相違点
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BESTとWEBの計算方法の違い②

BEST WEBプログラム
5)⽇射遮蔽 太陽位置・⽅位別⽇射量

による時刻別計算
⽇射遮蔽係数による

固定値
6)昼光利⽤ 窓⾯積・⽅位・室奥⾏を

考慮した時刻別計算
効果係数による計算
（窓⾯積・⽅位・室
奥⾏に係らず⼀定）

7)在室検知制御 ⼈員スケジュールを考慮 し
た在席率計算

（事務室・会議室のみ）

効果係数による計算

8)発熱室の空調・
換気計算

トランス発熱(電気室）,
外気温度によるファン発停

制御

換気代替空調による
計算

Ⅴ. BESTとWEBプログラムの相違点
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BESTとWEBの計算方法の違い③

BEST WEBプログラム
9)太陽熱利⽤
給湯

時刻別⽇射量による
集熱量計算

⽇積算⽇射量に
よる

集熱計算
10)空調温度 ゼロエナジーバンド制御

夏期 26℃以上冷房 24℃以下暖房
中間期 25℃以上冷房 23℃以下暖房
冬期 24℃以上冷房 22℃以下暖房

夏期 冷房26℃
中間期 冷房24℃
冬期 暖房22℃

Ⅴ. BESTとWEBプログラムの相違点
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Ⅵ BESTに関する情報提供

Ⅰ BESTの概要と特徴
Ⅱ 操作の概要
Ⅲ ⼊⼒項⽬
Ⅳ 計算結果の⾒⽅
Ⅴ BESTとWEBプログラムの
相違点
Ⅵ BESTに関する情報提供

Ⅵ. BESTに関する情報提供
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BESTの情報提供
Ⅵ. BESTに関する情報提供

技術的助⾔（国交省発出）

解説書・マニュアル

プログラム利⽤の申し込み
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解説書_操作編（2021年4月版）

IBECのホームページからダウンロード出来ます
http://www.ibec.or.jp/best/eco/index.html

Ⅵ. BESTに関する情報提供
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解説書_理論編（2021年4月版）

IBECのホームページからダウンロード出来ます
http://www.ibec.or.jp/best/eco/index.html

Ⅵ. BESTに関する情報提供
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問い合わせ対応をホームページで公開
Ⅵ. BESTに関する情報提供
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BEST設計ツールについて
Ⅵ. BESTに関する情報提供（BEST設計ツールの紹介）
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BESTの活用～申請ツールと設計ツールの互換

Ⅵ. BESTに関する情報提供（BEST設計ツールの紹介）

BEST設計ツール

BEST省エネ基準対
応ツール

互換性あり

【設計⽤】
・最⼤負荷計算
・年間負荷計算
・⼀次エネルギー計算
・⽇本全国、世界の気象データ利⽤
・多様な設備と制御の計算
・室内環境評価（室温、PMV、OT）

【申請⽤】
・建築物省エネ法上の申請値を計算
・BEIやPAL＊の算出

申請時のデータを残しておく
と、建物完成後の運用実績
データとの比較も可能です。
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設計ツールと省エネ基準対応ツールの互換性

物件データのエクスポート＆インポートによるデータ移⾏が可能

設計⇒申請
（申請計算に必要なデータのみ移⾏）

設計⇐申請
（設計計算時に不⾜なデータを補う）

Ⅵ. BESTに関する情報提供（BEST設計ツールの紹介）
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世界の気象データを利用可能

国内は拡張アメダス気象データ
、海外はEPW、WEDAC気象データを利⽤可能

拡張アメダス標準年気象データ2010年版をDVD読み込みで利⽤可能
（12地点は同封）
標準年EA気象データ1995年版8地点を同封

基本情報から選択

Ⅵ. BESTに関する情報提供（BEST設計ツールの紹介）
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最大負荷計算機能

設計用気象データの選択

最⼤負荷計算結果のグラフ表⽰

Ⅵ. BESTに関する情報提供（BEST設計ツールの紹介）
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計算機能の選択

⽬的に応じて、最⼤負荷計算、年間負荷計算、⼀次エネ
ルギー消費量の計算を選択可能

計算期間を指定可能

基準一次エネルギー消費量との
比較計算

詳細結果の出力（ファイルサイズ注意）

Ⅵ. BESTに関する情報提供（BEST設計ツールの紹介）
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詳細データの出力

出⼒項⽬や出⼒期間指定

出力期間を指定可能

集計機能

Ⅵ. BESTに関する情報提供（BEST設計ツールの紹介）
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詳細データの出力

設備機器詳細データの出⼒設定

時刻別に各設備機器の状態値、処理負荷、エネルギー消費量
を選択して出力可能

Ⅵ. BESTに関する情報提供（BEST設計ツールの紹介）
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基本設計段階での活用

設計段階

・ＺＥＢの検討
・空調熱源⽅式⽐較検討
・エネルギー消費⽐較検討
・省エネ採⽤技術の検討
など

※日付：ピーク発生日
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1/5
2/13

2/1

ＺＥＢの検討とピーク電⼒の発⽣⽇

熱源⽐較・エネルギー消費⽐較検討

Ⅵ. BESTに関する情報提供（BEST設計ツールの紹介）



68

実施設計・申請段階での活用

設計段階
申請

・設計図からの⼊⼒
・設計ツール
（最⼤負荷計算、年間負荷計算）
・エネルギー計算
・ピーク電⼒計算

ピーク電⼒

年間冷暖房負荷と頻度分布

申請計算

データに互換性があるので
すぐに申請計算が可能

設計計算

Ⅵ. BESTに関する情報提供（BEST設計ツールの紹介）
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運用段階での活用

運⽤段階

・運⽤実績との⽐較
・コミッショニング
・運転スケジュール変更による検討
・設定温度、設定照度変更の変更
・部分改修の検討
など

設計計算

竣工後もデータを
残し運用段階で活用

実在建物における実績値(上)と計算値(下）の⽐較

Ⅵ. BESTに関する情報提供（BEST設計ツールの紹介）
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ご清聴ありがとうございました。
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Q&A

ご質問はチャットもご利⽤下さい。


